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１．取組の対象組織・活動 
    １．組織の概要 
        ⑴ 事業者名及び代表者氏名 
           株式会社 横山建設工業 
           代表取締役 社長 横山 欣吾 
        ⑵ 所在地 

本社・工場：兵庫県加東市東実 105-260 
加西営業所：兵庫県加西市青野町 408 

        ⑶ 環境管理責任者氏名及び担当者連絡先 
           環境管理責任者  代表取締役 社長 横山 欣吾 
           環境管理担当者  建築部  小林 千紘 
           連絡先：TEL 0795-42-3854 
                   FAX 0795-42-4853 
        ⑷ 事業活動内容：建築用鉄骨加工及び建設業(土木工事業・建築工事業) 
        ⑸ 事業規模 
           年間売上高 1,828 百万円（2021／10～2022／9） 

            本社・工場 加西営業所 合計 
総従業員 
2022.9.30 現在 

54 人 0 人 54 人 

延べ床面積 5620 ㎡ 99 ㎡ 5719 ㎡ 

敷地面積 15,219 ㎡ 198 ㎡ 15,417 ㎡ 

        ⑹ 建設現場等の概要（2021／10～2022／9） 
           元請工事  18 件 
           下請工事  4 件 
        ⑺ 事業年度  10 月～翌年 9 月 
 

２、認証・登録範囲 
(1) 事業所名 

株式会社 横山建設工業 
  本社・工場 加西営業所  

(2) 活動 
建築用鉄骨加工及び建設業（土木工事業・建築工事業） 
 

２、主な環境負荷の実績     
 

項目 単位 
環境負荷の実績 

(2019 年度) 

環境負荷の実績 

(2020 年度) 

環境負荷の実績 

(2021 年度) 
主なもの 

二酸化炭素排出量 kg-CO2 173,088 184,288 172,184 電力・ガソリン重機燃料 

廃棄物排出量 トン 95.2 72.3 59.7  
  一般廃棄物 トン 1.5 1.5 1.5  
  産業廃棄物 トン 93.7 70.8 58.2  
総排水量 ㎥ 405 474.5 593  

   電力の二酸化炭素排出係数；0.334 kg-CO2/ kWh (2018 年度関西電力調整後) 
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3．環境経営方針 
株式会社 横山建設工業 環境経営方針 

 
株式会社横山建設工業は、当社の経営方針である『頑丈･清潔･安心なモノを提供し､

社会の安定に貢献する』のもと､鉄工､建築､土木の工事において環境資源の有効活用と地

域環境の保全活動に自主的･積極的に取り組み､持続可能な社会の構築に貢献します。 
 

１． 環境関連法規性や当社が約束したことを尊守します。  
２． 二酸化炭素排出量(電力･ガソリン)の削減に努めます。 
３． 建築工事に伴う産業廃棄物及び一般廃棄物排出量の削減(リサイクル)に努めます。 
４． 水資源を大切にし、使用量の削減に努めます。 
５． 環境経営システムの継続的改善に努めます。 
６． 環境に配慮した施工方法を積極的に採用するように努めます。 
７． 全従業員にこの環境方針を周知します。 
８． 重要事項は第 2－4 項に示す。 

  
制定日：2018 年 5 月 1 日 
改定日：2021 年 4 月 1 日 

株式会社 横山建設工業 
代表取締役 社長 横山欣吾 

4、推進組織図 
 
【株式会社 横山建設工業 環境経営システム推進組織図】2021.4.1 現在 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【適用範囲】 

   株式会社 横山建設工業 本社、加西営業所及び建設現場 

鉄工部責任者 建築部責任者 
 

土木部責任者 総務部責任者 
 

鉄 工 部 各作業所 各作業所 経 理 部 

建 築 部 土 木 部 

環境管理責任：横山欣吾 

代表者：横山欣吾 

環境委員会：小林千紘 
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5．環境経営目標とその実績 

当社における環境目標と実績は以下の通りです。 

                               環境目標 

基準年度 

2016年度

実績 

2021 年度 
2022 年度 

目標 

2023 年度 

目標 

2024 年度 

目標 目標 実績 (達成率) 

1 
二酸化炭素総

排出量の削減 

195,586 

(kg-CO2) 

185,807 

(kg-CO2) 

(△5％) 

170,292 

(kg-CO2) 

※3 

109％ 

183,851 

(kg-CO2) 

(△6％) 

181,895 

(kg-CO2) 

(△7％) 

179,940 

(kg-CO2) 

(△8％) 

2 

電気使用量の

削減 

（本社）※１ 

457,020 

(kWh) 

152,644 

(kg-CO2) 

434,169 

(kWh) 

145,011 

(kg-CO2) 

(△5％) 

387,139 

(kWh) 

129,304 

(kg-CO2) 

112％ 

429,598 

(kWh) 

143,485 

(kg-CO2) 

(△6％) 

425,028 

(kWh) 

141,958 

(kg-CO2) 

(△7％) 

420,458 

(kWh) 

140,432 

(kg-CO2) 

(△8％) 

3 
ガソリン使用

量の削減 

10,999 

(ﾘｯﾄﾙ) 

25,518 

(kg-CO2) 

10,449 

(ﾘｯﾄﾙ) 

24,242 

(kg-CO2) 

(△5％) 

10,358 

(ﾘｯﾄﾙ) 

24,031 

(kg-CO2) 

101％ 

10,339 

(ﾘｯﾄﾙ) 

23,986 

(kg-CO2) 

(△6％) 

10,229 

(ﾘｯﾄﾙ) 

23,731 

(kg-CO2) 

(△7％) 

10,119 

(ﾘｯﾄﾙ) 

23,477 

(kg-CO2) 

(△8％) 

4 
軽油使用量の

削減 

6,753 

(ﾘｯﾄﾙ) 

17,424 

(kg-CO2) 

6,415 

(ﾘｯﾄﾙ) 

16,552 

(kg-CO2) 

(△5％) 

6,572 

(ﾘｯﾄﾙ) 

16,957 

(kg-CO2) 

98％ 

6,347 

(ﾘｯﾄﾙ) 

16,378 

(kg-CO2) 

(△6％) 

6,280 

(ﾘｯﾄﾙ) 

16,204 

(kg-CO2) 

(△7％) 

6,212 

(ﾘｯﾄﾙ) 

16,030 

(kg-CO2) 

(△8％) 

5 

建設廃棄物 

リサイクル率

の向上※2 

69 

(%) 

73 

(%) 

63 

(%) 
86％ 

74 

(%) 

75 

(%) 

76 

(%) 

6 
一般ごみの削

減 

1499 

(㎏) 

1379 

(㎏) 

(△8％) 

1461 

(㎏) 

94 

％ 

1364 

(㎏) 

(△9％) 

1349 

(㎏) 

(△10％) 

1334 

(㎏) 

(△11％) 

7 
水使用量の削

減 

511 

(ｍ3) 

485 

(ｍ3) 

(△5％) 

593 

(ｍ3) 
81％ 

480 

(ｍ3) 

(△6％) 

475 

(ｍ3) 

(△7％) 

470 

(ｍ3) 

(△8％) 

8 

低騒音型 

及び排ガス抑

制対応型 

重機の使用 

70 

(%) 

70 

(%) 

88 

(%) 
126％ 

70 

(%) 

70 

(%) 

70 

(%) 

 

※1：電力の二酸化炭素排出係数：0.334 kg-CO2/ kWh 

※2：産業廃棄物のリサイクル率の向上；再生量÷発生量 

※3：二酸化炭素排出量には、灯油分と LPG 分が含まれておりません 
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6．主要な環境活動計画の取組結果とその評価、次年度の取組内容 

№ 

環境目標 

(環境方針との関

連) 

環境活動計画の概要 
取組結果の評価 

（2021/10～2022/9） 

次年度の取組 

内容 

1 
二酸化炭素総

排出量の削減 

・エコドライブ等運転方

法の配所を施行する 

・不必要な場所の消灯 

 

目標：185,807kg-CO2 

実績：170,292kg-CO2 

達成率：109% 

(〇) 

電気使用量、軽

油使用量を大

幅に抑えられ

た。 

節電を継続しつつ、

今回未達成だったガ

ソリンの使用量の削

減に取り組む。 

2 

電気使用量の

削減 

※1 

・不必要な場所の消灯 

・使用していない部屋の

空調は停止する 

目標：434,169kWh 

実績：387,139kWh 

達成率：112% 

(○) 

節電の効果が

十分に出てい

る。 

節電を継続しつつ

LED や、センサーに

よる点灯等を増やし

ていく。 

3 
ガソリン使用

量の削減 

・エコドライブ等運転方法

の配所を施行する 

目標：10,449 ﾘｯﾄﾙ  

実績：10,358 ﾘｯﾄﾙ 

達成率：101 % 

(〇) 

建築現場等の

影響を受けや

すいが、普段の

意識は怠らな

いようにする。 

無駄の無い走行、走

行工程を考える。 

停車中はエンジンを

切る。 

4 
軽油使用量の

削減 

・エコドライブ等運転方

法の配所を施行する 

目標：6,415 ﾘｯﾄﾙ 

実績：6,572 ﾘｯﾄﾙ 

達成率：98 % 

(×) 

建設現場等の

影響を受けて

しまっている。 

無駄の無い走行、作

業工程を考える。 

停車中はエンジンを

切る。 

5 

建設廃棄物 

リサイクル率

の向上 

・建設現場等で発生する

建設副産物の再利用率

向上のため工夫をする 

目標：73 %以上 

実績：63 % 

達成度：86% 

(×) 

リサイクル率

は下がったが、

廃棄物自体の

量は減ってい

る。 

継続して分別を行

い、再資源化を進め

ていく。 

6 
一般ごみの削

減 

・使用済み用紙、ポスタ

ー、カレンダー当の裏紙

が活用できる紙は可能

な限り利用する 

目標：1,379ｋｇ 

実績：1,461ｋｇ 

達成度：94 % 

(×) 

ダンボールが

増加してしま

っている。 

裏紙使用、無駄なｺﾋﾟ

ｰの廃止を行う。 

7 
水使用量の削

減 

・節水を意識し、水を流

しっぱなしにしない 

目標：485 

実績：593 

達成度：81% 

(×) 

水の使用量が

大幅に増加す

る時期が有っ

たので気を付

けていきたい。 

漏水の点検を実施 

蛇口をしっかり閉め

るよう注意する。 

8 

低騒音型及び

排ガス抑制 

対応型重機の

使用 

低騒音型及び非排ガス

抑制対応型重機を使用

する 

目標：70%以上 

実績：88 % 

達成度：130 % 

(○) 

業者の協力も

あり、目標を達

成できた。 

引き続き協力業者に

該当する重機の使用

を指示する 

(注；○；目標達成、 ×：目標未達成) 
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7．環境関連法規等の順守状況の確認及び評価の結果並びに違反、訴訟等の有無 

（１）当社に適用される環境関連法規の遵守状況 

下記の通り環境関連法規及び条例等を事業所、建設現場ともに遵守しており、違

反はありません。また関係当局より違反等の指摘も過去５年間ありません。 

 

順守評価日2022年9月30日 

№ 適用される法律名 順守すべき内容 遵守状況 

1 

廃棄物の処理及び清掃に関する法律 収集運搬・処分業者との適正な契約 

マニフェスト伝票の管理（A. B2. D. E） 

廃棄物置場の表示と保管基準の遵守 

遵守 

遵守 

遵守 

2 
騒音規制法 

兵庫県環境の保全と創造に関する条例 

特定建設作業の届出 

敷地境界線での規制基準 (騒音)  85 ㏈の遵守 

遵守 

遵守 

3 
振動規制法 

兵庫県環境の保全と創造に関する条例 

特定建設作業の届出 

敷地境界線での規制基準（振動）75 ㏈の遵守 

遵守 

遵守 

4 
建築基準法 ホルムアルデヒドに関する規制（内装仕上、 

換気設備の義務付け） 
遵守 

5 
消防法 少量危険物及び指定可燃物の保管の届出 

消火器の設置 

遵守 

遵守 

6 
建設工事に係る資材の再資源化等に関

する法律 

対象建設工事の届出 

再資源化の完了報告 

遵守 

遵守 

7 フロン排出抑制法 
ｴｱｺﾝ用屋外機の自主点検(3 か月毎)及び記録の

保持 
遵守 

8 高圧ガス保安法 
高圧ガス移動中に常備する資材・工具類の携行

及びイエローカードの携帯 
尊守 

9 
自治体との災害時応援協定 災害発生時に応援派遣する 設備・体制 

確認 

 
（２）環境関連訴訟等の有無 

環境関連訴訟等に関して過去 5年間に１件も発生しておりません。        

 

 

 

8．代表者による全体評価と見直しの結果 

  

達成できなかった項目もあるが、それらも日々の取組のおかげで目標に対して 80％以上

の成果を出している。 

今後も意欲的に取り組み、目標達成率を上げていきたい。 

 

環境経営方針、環境経営方針、実施体制：変更なし 

見直し年月日 2023 年 1 月 20 日 

  代表取締役 社長 横山欣吾 

以上 

 


